
―プで演奏をする以外は、サイドマンとして

はNYだけでなく、コネチカットやニュージャ

ージーでも演奏しています。ドラマーの人に

呼ばれて、自分の好きなギター・トリオという

編成で演奏することも多いですね。演奏の他

には、NYに移り住んできて以来、僕の住んで

いるニュージャージーのジャージーシティに

ある楽器店でギターのレッスンも続けていま

す。子供から大人までいろんな人達に教える

ことを通して、生徒からも常にいろいろなこ

とを学ぶことが出来ますし、自分が今まで弾

いてきた曲を改めて生徒と一緒に演奏するこ

とを通して、原点回帰にも繋がつていると思

います。

聯 を巌

Q:今 回の作品についてお伺いします。タイ

トルに込めた意味は?

高免 :今作にはファースト・アルバム『ブル

ズ・ブルース』をリリースした:06年6月以降

に書いたオリジナル曲が10曲収録されていま

す。特にこれらの曲を書いていた時期は、自

分がギターを始めた頃に親しんだ音楽を聴い

たり、弾いたりする機会が多かつたので、“原

点回帰"的な作業の中から生まれた作品だと

思います。樋 去を振り返り、そこから生まれ

た音楽を通して、未来をしっかりと見据える

ことが出来たら"という意味を込めて、10由

目の「Frcm Now On(た った今から)」がピ

ッタリときたのでアルバム・タイトルに決め

ました。

Q:各 演奏者のプレイも素晴らしいですね !

高免 :ピアノの神田斉さん、ベースの棚橋俊

幸くん、ドラムの菊地真さんはボストン時代

からの知り合いで、ファースト。アルバムにも

参カロしてくれました。前作をSOHOに あった

増尾好秋さんのスタジオ“The studio"でレ

コーディングした頃には、神田さん、棚橋く

んはまだボストンにいたのですが、今はみん

なNYに住んでいてスケジュールが合う限り、

自分のグループでは彼らと一緒に演奏してい

ます。サックスのブライアン。べニングホーヴ

はNYに移つてきた頃からの知り合いで、同じ

場所でレッスンの仕事もしていますし、なん

といつてもよい飲み友達です (笑)。

Q:オ リジナル曲が素敵ですが、どのように

作曲するのですか?

高免 :自分は音楽が好きでギターをやってい

るというよりは、ギターが好きで音楽をやっ

ているという気持ちが強いと思います。その

ギターが一番サウンドするような曲を作ろう
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